




















































































































































































































































































実施時期 1999年６-11月 2005年４月 2005年７月
動機 幹部・民衆関係の調和 公共予算の有効配分 如何にして体制外の「民主懇
談」と体制内を接続するか
活動主体 党委員会 政府 人民代表大会で設置された
財経小組
参加者の選出 自由参加 無作為抽出 自由参加

















専門家の作用 無 有 有







































authoritarianism） を提示した。Teets（2014）。 また、 何包鋼は、 中国型の権威主義的な討議
（authoritarian deliberation）の可能性を論じた。He（2006: 134-137）。
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